
住民参加と対話の区政が、
一歩ずつ前へ進んでいます！

　2023年10月より、
杉並区の区立小・中・
特別支援学校の計64
校、約29,500人の子
どもたちの学校給食
費の無償化が始まり

ました。給食費無償化は本来、憲法で定められた「教
育費は無償」との理念にのっとり、国の責任でやるべ
きことです。しかし国が実施しない中、東京23区は
じめ各自治体が先行している状況です。こうした動き
を受け、東京都も給食費無償化に向けて検討を進める
ようになりました。

　杉並区では、区内事業者に向け、光熱費の高騰対策
として4月～ 9月に使用した電気・ガス代等の光熱費
の一部を助成しています。申請期
限を延長しましたので、ぜひお役
立てください。
　この他にも、生理用品の学校配
置、公衆浴場への燃料費等の補助
や福祉施設等への食糧費・光熱費
の補助等、厳しい経済情勢の中で
区民・事業者を支える政策を実行
してきました。家賃助成制度の実
施に向けた検討も進めています。

　すべての人が認められ、生き生きと暮らせる地域、
より多くの住民がまちづくりや地域の課題に参加でき
る地域をめざし、岸本区政での政策も進んでいます。
　2023年4月から、杉並区パートナーシップ制度
をスタート。性的マイノリティのカップルが区営住
宅に入居しやすい等の環境が整いました。
　また区民が区の予算編成にその意思を反映させる
「参加型予算」を立ちあげ（2023年度はモデル事業と
して森林環境譲与税の使途について）、2024年予算へ
の反映をめざしています。

―岸本区政の１年の成果―
 2022年7月に岸本聡子は、杉並区初の女性区長に
就任しました。約1年半を経て、選挙の時に掲げた
政策「さとこビジョン」も一歩ずつ実現しています。　　
　57万人のすべての区民のいのちと暮らしを支える
区政は着実に前へ進んでいます！

区では、特設サイトを設け
ています。助成金額のシ
ミュレーションやオンライ
ンによる申請が行えます。

コールセンター：0120-270-094

申請は2024年2月29日まで

物価高騰の中、
事業者の皆さんを支えています

パートナーシップ制度や 
参加型予算の実施で 
民主主義と多様性を前へ！

学校給食費の無償化を実現！



オープンで透明性の高い区政を
⃝	「情報は区民のもの」。情報の原則公開を徹底
⃝	区長記者会見へのフリーランス参加を可能に。

Youtubeでライブ配信

⃝	区長の行動日程をすべて
ウェブサイトに公開

⃝	区長専用の公用車を廃止。
複数の職員が使う車両に

住民参画のしくみづくり
⃝	参加型予算（森林環境譲与税基金の使途）をモデル実施
⃝	無作為抽出で選ばれた区民による「気候区民会議」

を2023年度中に実施
⃝	区民との対話「聴っくオフ・ミーティング」（年10回）
⃝	まちづくりの中で道路を考える対話集会「さとこと

ブレスト」を実施（西荻・
高円寺・阿佐谷）。「デザ
イン会議」へと発展

⃝	公民連携プラットフォー
ムのしくみづくり

区民のいのちと健康を守る
⃝	高齢者の補聴器購入費助成
⃝	50歳以上の帯状疱疹ワクチン接種助成
⃝	重度障害者の就労支援事業を実施

⃝	妊産婦検診の回数拡充（1回から4回へ）
⃝	コロナ対策強化：区内の受診・相談センターの電話

回線増強を含む保健所体制の強化等

子どもの未来を最優先に
⃝	子どもの権利条例の制定を見すえた審議会の設置
⃝	ヤングケアラー支援のための実態調査
⃝	子ども食堂への支援

⃝	区立小中学校の給食費無償化
⃝	就学が困難な児童・生徒への就学援助の認定基準額

の引き上げ

人権と多様性、働く人の権利を守る
⃝	「性を理由とする差別等の禁止」などを規定する「性

の多様性条例」の可決、施行
⃝	「杉並区パートナーシップ制度」の実施
⃝	区役所内での「ハラスメントゼロ宣言」

⃝	改定中の総合計画に、ジェンダー平等、性の多様性
の尊重、障害者の社会参画などを貫く「人権を尊重
する地域社会の醸成」施策を位置づけました。

167-0042　杉並区西荻北 4-4-4-305
E-mail：office@kishimotosatoko.net

みなさんの声で、区政は変わります。

ソシアルサトコズは、岸本聡子とともに住民自治を進めるため
の後援会です。区内・区外のどなたでも会員になれます。
ぜひご入会ください！　� 後援会ページ二次元コード➡

https://www.kishimotosatoko.net/kouenkai　

こんなに変わった。岸本区政で実現・進む政策
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